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載したスレッドがジェットエンジンにより約 0.2 G の加速度で数秒間加速され，水制動ブレーキ





 図２－３に試験タンクを示す．試験タンクは実機タンクの 1/4スケールとし，内直径 50 mm，
全長 175 mm，材質は透明アクリル樹脂とした．スロッシング抑制機構である内部デバイスとして，
タンクの中心軸上に設置した円棒に，複数枚の円板（直径 48 mm，肉厚 2 mm）を取り付けた構造
とした．円板とタンク内面の間には 1 mm の円環状隙間を有し，ここを液体が通過できる．試験
























走行開始 0.5 sec後 
 
走行開始 1.0 sec後 
(a) 液体積：タンク体積比 20 % 
 
走行開始 0.5 sec後 
 
走行開始 1.0 sec後 
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